
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































買戻し。Ａ Ｃ Ａ Ｂ
Ｂ
不動産をＡ，Ｃが共有。
Ａ Ｃ
Ｂ
義務
権利
分割の通知が
なかった「分割した」
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流経法学　第18巻 第 2号
第585条
共有持分の買戻し特約つき売買―その 2
　前条の場合において，買主が不動産の競売
における買受人となったときは，売主は，競
売の代金および第583条に規定する費用を  
支払って，買戻しをすることができる。この
場合において，売主は，その不動産の全部の
所有権を取得する。
①
　他の共有者が分割を請求したことにより，
買主が競売における買受人となったときは，
売主は，その持分のみについて買戻しをする
ことはできない。
②
⑴
⑵
民法の流れ図
159
⑴　不動産の共有者の一人をＢ，他の共有者をＡ，Ｂが買戻しの特約つき
で，Ｂの持分を売却した相手方である買主をＣとする。各共有者の持
分は，相等しいものとする。注⑵をふくめて，沼正也・民法の世界〔新
版〕372頁以下を参照した。
「買う」
義務
権利
不動産をＡ，Ｂが共有。
Ｃが単独所有。
「買戻しの特約つきで
Ｂの持分を売る」
Ａ Ｂ
Ｃ
Ｃが分割を請求し，
競売。Ｃが，買受人
になった。
Ｂは，共有持分を買戻し
（民法579条）。
Ｂは，競売の代金および民法583条に
規定する費用を支払って，買戻し。
Ｂは，
以下，
二つの
選択権
がある。
Ｃ
Ｂが単独所有。
Ｂ
Ｃ Ｂ
Ｂ
不動産をＡ，Ｃが共有。
Ａ Ｃ
Ｂ
義務
権利
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⑵　不動産の共有者の一人をＢ，他の共有者をＡ，Ｂが買戻しの特約つき
で，Ｂの持分を売却した相手方である買主をＣとする。各共有者の持分
は，相等しいものとする。
「買う」
義務
権利
不動産をＡ，Ｂが共有。
Ｃが単独所有。 Ｂが単独所有。
「買戻しの特約つきで
Ｂの持分を売る」
Ａ Ｂ
Ｃ
Ａが分割を請求し，
競売。Ｃが買受人
になった。
Ｂが，不動産
全部を買戻し。Ｃ Ｂ
Ｂ
不動産をＡ，Ｃが共有。
Ａ Ｃ
Ｂ
義務
権利
民法の流れ図
161
第 4節　交換
第586条
交換
　交換は，当事者が，互いに金銭の所有権以
外の財産権を移転することを約することに
よって，その効力を生ずる。
①
⑴
　当事者の一方が，他の権利とともに金銭
の所有権を移転することを約した場合にお
ける，その金銭については，売買の代金に
かんする規定を準用する。
②
162
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⑴　本条のなかの「金銭の所有権以外の財産権を移転する」の意味について，
学者は，つぎのように述べる。打田畯一・体系・民法事典・第 3版増補
511頁では「・・・，〔交換は〕両当事者が目的物を給付する債務を負担
するだけで契約として成立する。」沼正也・民法の世界〔新版〕373頁で
は「交換契約とは，当事者がたがいに金銭の所有権にあらざる有体・無
体の物を移転することを約するによって成立する契約である（五八六条
一項）。」以下では，Ａという人の，自己の所有物であり占有物であるア
という時計と，Ｂという人の，自己の所有物であり占有物であるイとい
う時計について，Ａ，Ｂが交換契約をむすぶことを図解する。
「交換しよう」
交換契約 債務関係
Ａ，Ｂが
債務を
履行。
「はい」
占有権
占有権
占有権
占有権
時計
所有権
所有権
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
債権所有権
所有権
債務
債務
債権
Ａ
Ｂ
